第８回　鶴岡市文化会館管理運営計画検討委員会　会議録（概要）
日時：平成26年3月12日（水）
15時～16時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　場所：鶴岡アートフォーラム　大会議室
	〔協議事項〕　　　　　(1)市民からの意見公募(パブリックコメント)の結果について

　　　　　　　　　　　(2)管理運営計画(案)について

〔出 席 者〕　　　　　東山昭子委員　穂積恒雄委員　梅津芳春委員　阿蘓貞夫委員
　柿﨑泰裕委員　三浦譲委員　後藤重勝委員　五十嵐大輔委員
　蛸井美羽鳥委員
　草加叔也アドバイザー
石川友裕氏（妹島・新穂・石川共同体（石川設計事務所））
教育長　教育部長　社会教育課長　文化主幹　芸術文化主査
芸術文化主査　芸術文化係専門員　芸術文化係主事
〔公開・非公開の別〕　公開

〔傍 聴 者〕　　　　　なし


１　開会（文化主幹）
２　あいさつ（委員長）
３　報告事項
芸術文化主査：（解体工事の進捗状況、改築工事の入札結果について報告）
４　協議
（１）市民からの意見公募（パブリックコメント）の結果について
（２）管理運営計画（案）について

芸術文化係専門員：（資料1、及び資料2により、意見公募の結果と計画案について説明）
芸術文化主査：（参考資料により、全国の公立文化施設の財政と収支状況について説明）
委員長：ただいまご説明いただきました件について、区切って確認させていただきたいと思いますがよろしいでしょうか。

まず、資料2の18ページまでの部分で、何か修正を入れたほうが良い部分がございましたらご意見を賜りたいと思います。
　　　　私から1つ、8ページ中段「芸術文化の体験事業」の想定される事業の具体例の中に、子どもたちへ和楽器などの出前講座が行われているので、邦楽の2文字も付け加えていただきたいと思いました。琵琶・尺八・お琴、色々な部分で子どもたちが触れているようですし、民謡から吟詠まで、全て邦楽で良いだろうと思いますので、その2文字についてお願いします。
　　委員：10ページのプレイベントや開館記念事業に関して、こういった事業には必ず市民が関わってくると思うので、個々のイベントを企画するにあたって、検討の段階から市民も参加して考えるのだということが分かる文言を、もう少し盛り込んで欲しいです。

先ほどのパブコメにもありましたが、市民がどれくらい入っていけるのかということを、もう少しハッキリしておいたほうが良いと思うので、他の所でもそういう書き方ができるかと思いますが、市民も検討に参加しますといった形で書ける部分があれば、そうしていただきたいと思いました。

　　社会教育課長：市民の方の関わりについては十分に考えてはおりますが、プレイベントや開館記念事業について、どういう関わり方が一番良いのか、まだそこまでは詰まっていない段階ですので、ご意見いただいたように市民からなるべく関わっていただくということを念頭に入れながら、このことについてはもう少し検討させていただきます。
　　委員：今まで1年以上をかけて、基本理念それから基本方針、このあたりに時間をかけて検討をして、ここまで来ました。基本理念に芸術文化の拠点とありますが、色々な芸術文化を表現する人と鑑賞する人、この両方が当然必要で、それがあって芸術になるわけですが、そういう意味で、基本方針の活動と鑑賞のところは非常に議論されてきたと思います。

しかし、いわゆる芸術文化ということ、普及して育んで高めるというところとの整合性やバランスについては、これからも議論すべき余地は残っていると思います。ただ、それを今ここでやるのではなくて、それは来年度の次の段階で補えることだと思っております。
　　　　主体性がどこになるのかは色々あるでしょうが、行政あるいは市民の皆様、それから芸術文化に携わる方々の志を1つにしていけば、今まで検討してきたことの不足分、バランス、偏りなどは補っていけるのではないかと、私は期待しております。

　　委員長：ありがとうございました。実施計画では、育成、創造、交流、発信といったような部分での関わり方も、もう少し議論していただきたいということでした。

　委員：鶴岡市の広報にも載っておりましたが、歴史的風致維持向上計画が国から認定されたということで、鶴岡全体として観光産業にも力を入れていくのかなと、個人的に思っておりますが、そういった意味でこの新しい文化会館は、鶴岡市のランドマークとして、鶴岡のシンボルとして活動できるのではないかと思いました。
　　　その上で、参考資料にもありましたが、ただ立派な建物ができるだけではなくて、それをどうやって運営するかという点で、ファンドレイズが重要になると思います。今後、あの手この手でファンドレイズをして資金を集めて、面白い企画をして全国的に県内外の住民に対しても広報することによって、初めて広く活用できると思います。
　　　参考資料に載っていた芸術に関する色々な基金を活用するのも良いと思いますが、私のほうで調べましたら、地域活性化総合情報サイトの中で、構造改革特区や地域再生といったものを内閣府で募集していました。長い目で見たら、こういった地域構造改革として、文化会館を中心として、例えば芸術文化特区のような形で内閣府や国の支援というものをどんどん視野に入れて活動していくことではじめて、新しいシンボル、ランドマークとなる文化会館が活きてくると思いますので、今後そういったところも市民の方を交えて考えていかなければいけないと思います。
　　委員長：ありがとうございました。他にありませんか。無ければ、次に19ページ以降のことについてご意見をいただきたいと思います。
　　委員：19ページの運営主体の考え方で、芸術文化団体などを核としたというところの、核という表現が曖昧だと感じていて、運営組織までのことを言うのか、管理運営団体のことをいうのか、どこまでを核としているのかが見えにくいというのが1つありました。

また、パブコメの意見を読んでいて思ったのですが、市の考え方では、実務経験者やアドバイザーを採用という表現になっていますが、採用される立場というところではなくて、芸術文化団体は核だけれども、核となる団体とほぼ横並びの平等な立場で、市民や各種団体がいるといったイメージにして欲しいのではないかなと感じました。ですから、ここでの核というとらえ方を、もう少しはっきりとしたほうが、市民の方々がもっと分かりやすくとらえてくれるのではないかと思いました。
それから、20ページに記載されている運営委員会の委員を選ぶ時に、管理運営団体が選ぶのか、行政が選ぶのか、どういう基準で選ぶのかについて、ここの中には何も書いてないので、まだ書けないのかもしれませんが、選考基準なども書いておいたほうが、透明性が出てくるのではないかと感じました。
もう1つ、27ページの今後のスケジュールのところで、運営組織関係の平成27年度の矢印の長さが、以前は27年度の始めからだったのが、27年度の真ん中くらいまで後退しているのですが、期間を遅くした理由が何なのか分かれば教えていただきたいと思いました。

　　社会教育課長：まず、核という表現についてですが、ここの部分で書こうとしているのは、芸術文化の拠点でありますので、やはり芸術文化団体から中心になっていただいて、まずは運営組織を形成、組織していただきたいという考え方のもとに、中心というよりも核という表現を使わせていただきました。

また、先ほどより色々な話が出ておりますが、まずは管理運営の基本的な部分を並べさせていただき、これから少しずつ肉が付いていきますが、その手始めとして、あくまでも芸術文化拠点には芸術文化団体が中心になっていただいて運営していただきたいという考えを出させてもらったところでございます。26年度からは具体的なことを決めていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　　文化主幹：運営委員会につきましては、基本的には委員の選考を含め、行政側が責任を持って運営委員会を設置します。当然、管理運営団体とも相談をしながらということになると思いますが、現時点ではこのような形で考えております。なお、設置要綱や選定基準については、今後の具体的な実施計画の中で検討していきたいと思っておりますので、今回の計画への記載は難しいと考えております。
　　　　また、スケジュールについては、前回よりも運営組織関係の矢印が、右のほうに少し移動している形になっておりますが、改めて建物の整備スケジュールや設置条例との関係を精査してみた結果、27年度当初から委託業務を開始するのは難しいのではないかということで、遅らせた経過があります。ただし、委託業務の開始前であっても、運営組織側で各種企画・検討をする必要があると思いますので、矢印の書き方については、もう少し整理させていただきます。

　　委員：20ページの組織体制のイメージ図に、今話題になっていますが運営委員会と出ていて、これは運営評価をする委員会であれば、評価委員会と読んでも差し支えないでしょうか。
　　　　それから、図で運営委員会の矢印の関係が分かりにくいので、もう少し何とかならないかなと感じていたところです。20ページより前の部分で、運営委員会のことが出ているのかなと思いましたが、探しても見つからないので、関係性がつかめませんでした。スペースの関係からすると、うまく表現できるかどうか分かりませんが、20ページの図だけで判断できればありがたいなと思いました。もし、ここまでのページのどこかに出ていれば、教えていただきたいです。
　　委員：私も運営委員会の文言は、20ページの組織体制のイメージ図に初めて出てくると理解していました。何をするのか、もう少し詳しく書いて欲しいなあと思っております。

　　委員長：評価だけではなくて、6つの事業全部の企画や広報のアドバイスを含めて、運営委員会ではないのでしょうか。終わった事業に対する評価だけではなくて、新しく組み立てる際の、色々な部分での企画も含んでの運営委員会だと思っておりました。その中に、有識者や市民で構成するという部分が入ってくるという理解でよろしいでしょうか。

　　文化主幹：市としては、運営に対する評価も含め様々な意見をいただいて、その先の運営に反映してもらうというような形を考えておりました。名称として、ただ単に評価委員会としてしまうと、評価だけが前面に出てきますので、今の段階では運営委員会という名称で書かせてもらいました。

図の中の関係を示す矢印については、確かに関係が分かり辛いかもしれませんので、整理させていただきたいと思います。
　　　　また、運営委員会の文言としては、23ページの評価への市民参加の概要のところに、運営委員会の設置という形で記載はされておりますが、確かに運営委員会についての説明が少し不足していると思いますので、ここは検討させていただき少し付け加えたいと思います。
　　社会教育課長：少し整理をさせていただきますと、こういった組織があって事業を進める場合に、市の場合ですと、社会教育であれば社会教育委員会議がありまして、中央公民館であれば中央公民館の運営審議会がありますし、それからアートフォーラムにもアートフォーラムの運営委員会があります。要するに、内部だけで全てを決めるわけではないということで、20ページの図で運営委員会は行政や管理運営団体の外側に出させてもらい、でもきちんと繋がりはありますよということで、矢印で関係性を示しております。
ただ、20ページより前に文言としては出てこないので、それは考えなければいけないと思います。19ページの運営主体のところと繋げて入れられるか20ページに説明を加えるかは、すみませんが検討させていただきます。
　　委員：考え方として、法人などが組織する場合、理事会があってその理事会は内部だけでも良いのですが、運営や経営内容等を第三者も含めて審議する評議委員会というものがあるわけです。そういうものと、市民参加の運営も一緒になってやろうというような運営委員を含めて、評議と運営が合わさったような形を考えているのかなと私は思っておりました。
ただ、それが現時点では文面に無いですので、検討していただければと思います。

　　委員：もう一言よろしいでしょうか。20ページのイメージ図の中で、館長の脇のアドバイザーは、括弧書きで組織外よりとありますよね。そのアドバイザーのところに、運営委員会が入ったら良いのではないかと思いました。

　　委員：アドバイザーが組織外よりと括弧で書いてあるのに、運営組織の中に入っているというのも紛らわしいのではないでしょうか。自分たちであれば、このままで分かると思うのですが、一般市民の方たちが見たときに、混乱するのではないかと思われました。
　　委員長：おそらく、指定管理を受けた団体の人ではない人という意味で、組織外よりという記載がされているのだろうと思います。指定管理を受けた団体の館長に、より広い視野でのアドバイスをしていただくという意味で、これは中でないとダメなのではないかと思いました。全国規模、あるいは世界的な国際的な規模で人を呼ぶとき、具体的な立案するときには、やはりアドバイザーが必要だろうと思います。
　　社会教育課長：アドバイザーについては、運営委員会と違った形で関わる人という意味で、組織外の人ではありますが、組織により密着してアドバイスをいただく立場の人ということで、中に入れたのですが、分かりにくいようで失礼しました。

やはり、こういう運営をする場合に、きちんとしたアドバイザーの方がいて欲しいという意味でここに載せたので、わざわざ組織外と書かなくても、組織の一員でもありますよとしたほうが、分かりやすいと思いましたので、組織外よりの文言については外させていただきたいと思います。

　　委員長：括弧書きの注釈については消すというお話でした。その他ございませんか。
それでは全般的な形で、草加アドバイザーからアドバイスをいただきたいと思います。

　　アドバイザー：皆さんから長い時間をかけてご検討いただきましたので、なかなか良いものができたのではないかと思っております。

　　　　来年度は実施計画の検討を行うのだとすると、これは管理運営基本計画と言うほうが正しいのかもしれませんが、1番の肝は、やはり2ページに書かれている基本理念と目指す施設の方向性です。それから、5ページに管理運営の基本方針があって、その次の6ページが事業計画になっている。こういう流れが整理できているのは、大きなポイントだと思います。
　　　　確かに、組織をどう作っていくのかとか、評価をどうしていくのかということは、一番関心があるところですが、その基本となる骨格がきちんとできているかどうかが重要だと思います。

　　　　建物という肉体が作られて、管理運営計画という栄養を送るための血管や神経ができて、それから組織という頭脳ができてくるのだろうと思います。その3つが合わさって初めて、体というものが動き始めるので、今後はしっかりとした頭脳の部分を作っていかなければいけないのですが、血管や神経はなかなかうまくできているのではないかと思いました。

　　　　私が受けた印象の中で重要だと思っているのは、例えば9ページの⑤地域発信事業。地域をどうアピールしていくかということですが、これは内向きと外向きの話があると思いました。内向きに対しては、こういう施設ができることによって地域のプライドを作っていくという話があって、外向きには地域のブランドを作っていくという話があるのだろうと思いました。

　　　　それから、9ページには、⑥交流・にぎわい創出事業と簡単に書いてありますが、最終的にはこれをもって、まちづくりに繋げていくのだろうと思いました。
特に、4ページに参考として書かれた『劇場、音楽堂等の活性化に関する法律』の2行目に、括弧書きで、劇場、音楽堂等の活性化というのは「心豊かな国民生活及び活力ある地域社会の実現並びに国際社会の調和ある発展に寄与すること」と書いてあります。ここはもう少しドメスティックな話をすると、「心豊かな鶴岡市民の生活及び活力ある鶴岡の地域社会の実現、そしてその街が更に国際社会に開かれた街になっていくことによって、調和ある発展に寄与すること」だろうと思います。
　　　　最近、社会包摂機能、英語で「ソーシャル・インクルージョン」といいますが、色々な方たちを包み込んでいく社会を作っていくために、芸術文化が果たす役割は凄く大きいですよという紹介がされています。インクルージョンというのは、包含するとか包み込むという意味ですが、高齢者の方も、障がいを持つ方も、子どもも、それから健常者も一緒になって、その社会を作っていく。そのために、劇場や音楽堂が、もう少し川上の話をすると、芸術や文化が、果たす役割はとても大きいです。
それで、最初に戻って、鶴岡市民の生活が豊かになっていくためには、物質的・経済的な豊かさだけではなくて、心も豊かになっていかなければいけない。そのために、この施設がどう活かされていくのかということが、川上の話として重要だと思いました。

　　　　先ほど、プレ事業という話がありましたが、物によってはもう来月から始めましょうというのがプレ事業です。そういうところに、もちろん市民の方たちのご協力も必要だろうと思いますし、開館に向けての気運を高めていくことも必要です。それから、開館後でないとできないこともあるわけです。施設の中でやることは、施設が完成しないとできないわけですから、そこからが重要になっていきます。そういった各段階での取り組みを、時間軸の中で考えていくことも必要だろうと思います。

そこで、このストーリーをどう組み立てていくのかは、最終的には指定管理者に、管理運営計画を読み解いてもらって、縦糸と横糸をうまく作っていただく必要があると思います。もちろんそのためには、施設という体や、それから来年度は管理運営実施計画となっていきますので、ここにまだ書けていない具体的な運営の方法ですとか、それからもちろん皆さんが気になっている、どれくらいお金がかかるのかというような話も重要になってくると思います。
最終的には、その手足を動かしていく頭脳になる指定管理者をどう組み立てていくのか。そこに、専門性をどう入れていくのかということを、皆さんは十分に見守っていただければと思いました。
最後に、この会でも何度かお話をさせていただきましたが、文化や芸術をライフスタイルの中に位置付けて生活されている方たちというのは、都会でも地方でもあまり変わらなくて、2割とか3割位しかいなくて、3割だと多いほうです。7割8割の関心の無い方たちに、芸術や文化は心豊かな生活を獲得するために、大切なツールだということを伝えていく。そういうことができていくことが更に重要になっていくと思います。ここに書いてあることを、きちんと伝えていくことも、この委員会の委員の皆さんの重要な仕事になってくると思います。

これからが本番だと思いますので、皆さんからはぜひ2倍も3倍も努力をしていただきたいと思い、エールのつもりでお話をさせていただきました。

　　委員長：ありがとうございました。具体的に人の顔が見え、仕組みが分かり、事業がやってくると、途端に元気になれるのですが、今回はその前のところの骨格づくりのような部分でしたので、燃焼度が十分じゃなかったと思っていらっしゃる方もおいでかもしれませんが、これは今アドバイザーからお話いただいたとおり、経ていかなければならない経過であって、まずは骨格をしっかりさせておいて、次に具体的にという形で進んでいくものだと考えていただければと思います。

　　委員：今日、参考資料としていただいた財源と収支の資料ですが、具体的で大変参考になりました。その中で、1点お伺いしたいのですが、資料のファンドレイジング(資金調達)のところで、いわゆる個人や民間企業、その他の方々から助成をいただくというようなことをした場合、税制面や色々な面での恩典といったものがあるのかどうか、教えていただければと思います。
　　アドバイザー：このファンドレイジングは、ここには資金調達と書いてありますが、外部資金の調達と紹介することが多いです。なぜファンドレイジングをやるかというと、税金を投資してもらって税金だけで運営するのではなく、自分たちが使えるお金を増やしていく、自己財源率を高めていくためです。
　　　　参考資料の1ページ目に、年間平均予算が書いてありますが、これだけのお金を投資して、どれくらいの収入が入っているかというと、実は多くて2割くらいというのが現状です。

　　　　どうしてそんなに少ないかというと、まず収入として入ってくるのは、施設使用料になります。皆さんはなるべく安くしてくださいという話をするので、安くすればするほど税金を投資しなければいけなくなってきます。それで、その差額を税金で補填していくのですが、我々はその差額を文化投資だという話をします。
　　　　そこを、赤字補填ではなく文化投資だと言うために、施設を運営する人たちが頑張らなければいけないのは、外部資金を導入すること、ファンドレイズをすることによって、自己財源率を高めていくことです。ここがまた微妙なところなのですが、経営には営利の経営と、非営利の経営があり、こういった文化投資をしたり社会包摂機能を持っている施設の運営をしていくことを、我々は非営利の経営と言います。税金を投入して心豊かな地域を作っていくことができることによって、それは投資として価値があると我々は考えます。つまり、そういうことのために、こういうファンドレイズ、外部資金の導入をやっていかなければいけないということが重要なポイントです。
　　　　それで、ご質問の税金の優遇が受けられるかどうかというお話ですが、皆さんの中にもいらっしゃると思いますが、いわゆる公益財団法人、公益社団法人というところに寄付をすると2,000円を超える部分は経費として認められますので、確定申告をすると、税金優遇が受けられる組織になります。ただし、財団の中にも、一般財団と公益財団、それから一般社団と公益社団がありますので、公益になった場合には、そういった優遇が受けられる組織だと思っていただければ良いと思います。
　　　　我々もそういう組織を作るお手伝いをしながら、色々なところで寄附文化というものを、もう少し成長させていこうと思っておりますが、日本の中ではあまり根付いていないのが現状です。
ところが、アメリカでは寄附で施設を運営している美術館や博物館、劇場がたくさんあります。公演が終わると、必ず館長が出てきて、ぜひ寄附をしてくれというアピールをします。アメリカでは国の投資が少なく、つまり税金投資が少ないので、寄附を集めること、ファンドレイズできるかどうかが、館長の一番の仕事だと言われるくらい重要になっています。
ファンドレイズ、税制優遇、寄附の話と、少し話があちこちに行きましたが、組織として公益財団になるということも1つの手だと思います。

　　委員長：ありがとうございました。他にご意見がなければ、ここまでのところで、管理運営計画案の協議については終了させていただいてよろしいですか。
それでは、マイクを事務局にお返ししたいと思います。

　　社会教育課長：最後に私のほうから1点ご報告させていただきます。

　　　　管理運営団体につきましては、芸術文化団体などを核としたという形でこれまで記載をしておりましたが、市では鶴岡市芸術文化協会に管理運営団体として協力していただけないかという形で、まだ決定ではありませんがご相談を申し上げております。
その中で、どうしても専門的な方が必要になります。専門的な方につきましては、最終的には芸術文化協会から雇用していただくような形になりますが、その雇用については行政も一緒になって適切な方を探していくような形にしたいと思いますし、実際に動くことを想定しながら、どの部分まで指定管理者から担ってもらって、どの部分は業務委託という形にしたほうが良いのか、それから行政がどういった形で関われば良いのか、こういったことを26年度に入ってから、慎重に検討していきたいと思います。

管理運営計画では芸術文化団体などを核としたと盛り込ませていただきましたが、26年度からはこういった形で動いていきますので、ご理解をいただきたいと思います。
　　文化主幹：一昨年の12月から約1年3か月の間、委員の皆様にはこの委員会だけでなく、ワークショップや先進地視察などにも参加していただきながら、貴重なご意見をいただきありがとうございました。また、草加アドバイザーには、専門的な立場でのアドバイスをいただき、本当にありがとうございました。
まだ少し手直しがありますが、管理運営計画案ということで今日はまとめさせていただくことができました。この計画を、来年度はより具体的な実施の部分で検討をしてまいりますので、皆様方におかれましては、様々な場面でのご支援を今後ともお願いしたいと思っております。

最後に、教育長から一言お願いしたいと思います。

　　教育長：（あいさつ）
４　閉会（文化主幹）
文化主幹：ありがとうございました。以上をもちまして、第8回鶴岡市文化会館管理運営検討委員会を終了させていただきます。どうもありがとうございました。
以上
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